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１．研究計画の概要 

北方ユーラシア諸民族の動静は、世界の歴

史を動かした原動力の一つと言っても過言

ではない。その理由には、この地に誕生した

王権が中国歴代王朝と和戦両面でかかわり

を持ち、その興亡に大きな影響を与えたこと

と、洋の東西を結ぶルートの中央に位置し、

相互交流に大きな影響を与えたことがあげ

られる。 
そのなかでもモンゴル帝国（西暦1206－ 

1388年）の成立は、当時のユーラシア全体に

大きなインパクトを与えた。強大な軍事力で

瞬く間に巨大な版図を築いたその国には残

虐・殺戮といったマイナスイメージがつきま

とうが、それは一面だけからの理解である。

既存の宗教を認め、民族融和にも努めるなど

プラスの面も多々ある。ユーラシアを一体化

したことは、のちの大航海時代のプロローグ

と、またはグルーバル化の先駆けとしても評

価されている。 
 モンゴル帝国は上記のように史上名高い

が、肝心の王権成立の背景と、その舞台とな

ったモンゴル高原の当時のようすは不明で

ある。とくに初代君主チンギス=カン   

（1162？－1227年）についての事績は、まっ

たくといって良いほど不詳である。その原因

は、伝説的な内容の史料が多く、同時にペル

シャや中国といった外部で書かれた二次的

評価の入ったものが利用されてきたという

文字中心の研究にあるといえる。その結果、

彼に対し「カリスマ」「凶悪な統治者」とい

った実証的でない解釈が流布することにな

った。ひいては実際とは異なる時代像が形成

され、当該研究の停滞の原因となっている。 
このような文字資料に基づく研究の限界

性を克服するために、本研究では物質資料に

基づいて検討を行う。それはつまり考古学的

手法によるアプローチである。 
 本研究における着眼点はつぎのようであ

る。その時代は中世温暖期が終り環境悪化が

始まったとされる。しかも、もともと資源が

乏しいモンゴル高原で、どうして強力な王権

が誕生したのか。その興亡のメカニズムを、

植物考古学や動物考古学、理化学的分析を駆

使した環境考古学的アプローチで解明しよ

うというものである。 
 しかしながら、モンゴル遊牧王朝興亡史を

自然環境変動によって解明しようという研

究は以前にもあった。ただ、これらは環境 

（気候）が良くなれば王朝が勃興し、悪くな

れば衰亡するという、表層的理解、いわば環

境決定論的なものであった。 
 本研究とそれとは明らかに違う。そこで目

指すものは単なる環境決定論ではなく、人間

と自然系とのかかわり、相互作用からこの問

題を捉えようとしている。このような人間活

動というところに力点を置いている点に、本

研究の独創性がある。 
 
 



２．研究の進捗状況 
（１）モンゴル帝国初期の拠点、モンゴル国
ヘンティ県アウラガ遺跡と、本研究で明らか
になった農耕の拠点「孔古烈倉」のウブルハ
ンガイ県フンフレー遺跡を中心として考古
学的調査を行い、一方で、ドントゴビ県の気
象観測ステーションでは気候学的データ収
集を行った。 
（２）モンゴル高原における広範囲の分布調
査で、当該期の遺跡がそれ以前の時代の遺跡
とくらべ、遊牧中心の立地から、農耕や各種
手工業を意識した立地へと変わっていった
様子が明らかにできた。 
（３）出土した植物遺存体の分析により、当
該期の遺跡周辺で、ムギやキビを中心とする
農耕が従前の予想以上に大規模かつ組織的
に行われていたことが明らかになった。草地
にダメージや、牧畜生産に何らかの影響を与
えたものと想起できた。 
（４）当該期の製鉄工房遺構を初めて確認・
調査することによって、その規模、使用燃料
の調達、工房用水の排水の在り方などから、
それらが周辺の植生や生活環境に大きな悪
影響を与えていたことが具体的に想定でき
た。 
（５）遺跡周辺の泥炭層からコアサンプルを
採取し、そこに含まれる花粉、珪藻を分析、
さらには精密な年代測定を行うことによっ
て、当該期に湿潤から乾燥への大きな環境変
化のあったことが明らかになった。 
（６）モンゴル帝国成立期前後において、モ
ンゴル高原では遺跡数が増加、集落の規模の
拡大、都市の形成などが顕著になる。これは
当該期に人口の増大が起こったことと関係
すると推断した。 
（７）上記の成果から、モンゴル帝国初期は
環境悪化がみられたが、草原の持つ資源力、
あるいは外来の技術力などをフルに活用し、
国力を増強していったようすが理解でした。
しかし、その反動から、草地が荒廃し、増え
すぎた人口を支えることができなくなった
ことが、モンゴル帝国が 150 年強という短い
期間で没落していった原因の一つだと想定
するに至った。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
フィールド調査が順調に進み、当初目的と

した考古学および古環境データ収集が終了
した。現在その分析を行っているが、予定通
りないしはやや遅れ気味である。しかしなが
ら、大きな問題点はなく所期の目的は達せら
れると考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

データの整理と結論のとりまとめに全力

を注ぐとともに、最終年度（2009 年度）およ
び終了後１年間を成果公刊期間と位置づけ、
本研究で明らかになった成果を、学術論文は
もちろん、一般書としても発刊する。また、
公開シンポジウムや講演会を企画し、それに
よりモンゴル帝国興亡史を通して、現在の環
境問題に向き合うことの重要性・意義を社会
に発信していきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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